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事例 がん疼痛緩和オピオイド給付金のお支払い

引受基準緩和型がん三大治療特約021、総合医療サポート特約023【がん治療保障充実型】、
がん医療サポート特約023または女性疾病医療サポート特約023にご加入の場合

お支払い
できない場合

お支払い
できる場合

解 説

がんによる疼痛の緩和を直接の目的として、疼痛緩和のため
オピオイド鎮痛薬＊を１か月に１回投与または処方され、
疼痛緩和療養を受けた場合

がんによる疼痛の緩和を直接の目的として、疼痛緩和のため
オピオイド鎮痛薬＊を同一月に2回投与または処方され、
疼痛緩和療養を受けた場合

※最初に投与または処方が行われた日（5/10）を支払事由に該当した日とみなしてお取り扱いします。

〈1〉厚生労働大臣による製造販売の承認時に、被保険者が発病したがんによる疼痛に対する効能または効
果が認められたこと

〈2〉オピオイド受容体に親和性を示す化合物であること

＊「オピオイド鎮痛薬」
●投与または処方された時点で、厚生労働大臣により承認されている医薬品のうち、次の条件のすべてを満
たす医薬品となります（例として、モルヒネなどが挙げられます。）。

ただし、手術時等の麻酔導入に伴ってオピオイド鎮痛薬が投与された場合は対象外です。

5/10
＜投与・処方＞

6/20
＜投与・処方＞

7/15
＜投与・処方＞

7月
お支払いの対象です

6月
お支払いの対象です

5月
お支払いの対象です

5/15
＜5/15～7/14までの投与・処方＞

7/15
＜7/15～9/14までの投与・処方＞

7月
お支払いの対象です

6月
お支払いできません

5月
お支払いの対象です

5/10
＜投与・処方＞

5/20
＜投与・処方＞

6月5月
お支払いできませんお支払いの対象です

お支払い
できない場合

がんによる疼痛の緩和を直接の目的として、疼痛緩和のため
オピオイド鎮痛薬＊を同一月に2か月分投与または処方され、
疼痛緩和療養を受けた場合

※６月はオピオイド鎮痛薬の投与または処方が行われた日がないため、お支払いできません。

お支払い
できる場合

お支払い
できない場合

「胃がん」により入院した場合
（生活習慣病型、がん型、女性疾病型　共通）

生活習慣病、がん、女性特定疾病いずれにも該当するため、生活習慣病型、
がん型、女性疾病型いずれでも入院給付金を支払います。
なお、疾病特定型入院特約023には、手術保障はありません。

「慢性肝炎」により入院した場合
（生活習慣病型、がん型、女性疾病型  共通）

生活習慣病、がん、女性特定疾病いずれにも該当しないため、生活習慣
病入院給付金・がん入院給付金・女性疾病入院給付金をお支払いできま
せん。

●お支払いの対象となる入院には、次のような条件があります。お支払いの対象となる入
院かどうかは、主治医の判断のほか、当社において治療内容等を確認のうえ判断する場
合があります。
●医師による治療が必要であり、かつ、自宅等での治療が困難なため、病院または診療
所に入り、常に医師の管理下において治療に専念するものであること
●生活習慣病、がんまたは女性特定疾病の治療を目的とする入院であること
●単に服薬している等の通院でも可能な治療のみの入院や次のような入院は、生活習慣
病、がんまたは女性特定疾病の治療を目的とする入院には該当しないため、お支払いの
対象とはなりません。
●生活習慣病、がんまたは女性特定疾病の治療処置を伴わない診断・検査または経過
観察のための入院
●生活習慣病、がんまたは女性特定疾病の治療過程で行われた手術または検査等に
よって生じた合併症・後遺症の治療を目的とする入院

解 説

疾病特定型入院特約023のお支払い
（生活習慣病型、がん型、女性疾病型）
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